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審査請求人
＼　　　 ㎜

＼ ／ △ ㎜

上記審査請求代理で人 ……　…

関係保護の
尚:i ，

　

平 成 ２ ３ 年 １ ２ 月 ２ ６ 日 付 け で 提 起 さ れ た 生 活 保 護 法 （ 昭 和 ２ ５年 法 律 第:lﾂ ４,４

号 。 以 下 「法 」 と いう 。）- に 関 す る 生 活 保 護 の 停 止 を 決 定 す る 処 分 （以 下 「原 処 分 」

と い う 。） に 対 す る 審 査 請 求 に つ い て √ 次 の と お り 裁 決 す る 。　 ‥ ‥
‥

‥ ‥

匸ﾉ　　 ．
Ｔ　　　

。厂　
／,
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１

主文　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∧ ▽　　 二　　　　 、/
平成２３年１２月２６日付けで提起された審査請求は、‥これを認容する。

2 ／理由卜 ｊ　　　ノ
（１）審査請求め概要

－　　　　　　．　 ●　　　　　　　　　●　．　 １　　　　　　　 ■　　Ｉ審 査 請 求 人 ㎜
（以 下 「請 求 人卜 と い.う ．」 は 、 法 ビ よ る 葆 護､..（以 下

膓 護 ） と い う
．） を 戞 げ て い る 考 で あ る が 、

㎜
（以 下 「処 分

庁JI というｊ 〉は、平成２３年１２月8･日付けで、原処分を行らた。

二卜 請求人は、この原処分を不服とし、平成２ ３年１２月726 日付けで高知県知
事 （以下「審査庁」という．）に対し審査請求を行ったものである．

（２）審査請求の趣旨 ／　　　 ＼　　卜　　　　　　　 厂　 … … …
原処分は、憲法第２５条及び生活保護法第５６条に違反した違法；不当なも

のであり、取り溷しを求めるに　　　　　　 卜　　　 犬　　 上　　　 レ
（３）審査請求め理由　　　　　 ＼　･････．・　．･　．．･･　　　　　　　　　　．・

請求人馬卜平成２ ３年 ３ 月末をもって・ 会社蚕退職彭、輿 壓 務 め 賎 亊

･1･-- .　　　　・
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………､… …ゐ1、1同 社 と の 間 に 雇 用 契 約 関 係 は な く 、 あ く ま で も 個 人 事 業 主 七 あ る 、 請 求 人

ﾉ]j,∧ｶ! 個 人 事 業 主 で あ る こ と は
、 同 社 か ら の 給 与 明 細 書 の｢ 勤 怠｣ 欄 が す べ て ゼ 万口

.･.I.　I.●･　'　　● .　 丶　　　.　　・　　　・　　・　　　　　　　■/tjレj卜 々 記 載 さ れ て い る こ と か ら も 明 ら か で あ る ． 請 求 人 は 、 平 均 月 収 ３ 万 円 弱 で 生

〉I=……活 に:困 窮 し
、 保 護 の 申 請 を 行 い 、 平 成 ２ ３ 年 １ １ 月 ２ ２ 日 付 け で 処 分 庁 か ら 保

………jﾌ:'､護 決 定 通 知 を 受 け た ノ　　 ノ　 し ‥
‥　　　　　

‥ ‥‥‥ ‥‥‥ダ　 犬 ．･　・ ．　．　　･･
○ﾉ ……万上 記 決 定 に 伴 い 、 請 求 人 は 、 処 分 庁 担 当 者 の 指 筮 に 従 い 、 現 住 所 地 か ら の 転
･･ -　・ '･．･　･．Ｉ　　●　． １　　　　　　　　　　　　　　　．１　　　　．１　　・　　　　 ・　　　　　　' ・
二lif='居jめ 準 備 を 進 め 、 賃 貸 人 に 対 し √ 平 成 ２ ３ 年 １ ２ 月 末 を も っ て 賃 貸 借 契 約 を 解
.･ S'. .　　　　　　　.　　　・　　　　　　－　・・　丶　―･･ ･･I　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　､　　　　・ ■　　　　　　　　　　　　　I●/l･………j'二･.約･･し 、 明 け 渡 す 旨 を 告 知 し た ．　　　 一　　　　　　　' ．　 卜　　　 … …

万万………そW2  3^1  1J3 3 0 3,
＼木戸y 口座にＡ氏∇「以下ﾌﾟ同偉」 い々うｊ/が希鏃すべき㎜ 硝 嚇とし
て↑9  1,  9 6 4 円 が 振 り 込 ま れ た （ 以 下 「本 件 入 金 」 と い う 」 ． 請 求 人 は ，･ﾀﾞ
ｰ’･．･．　 Ｉ　・　丶　　　　　　　　，　　　　　　　●I　　　　　　　　　　　I ■　・　　　　　　.即 鄒 二19  2, ∧ ０ ０ ０ 円 を 引 責 出 し ， 同 年 １ ２ 月 １ 日,に 伺 僚 に １ ８ ７√ ｌ ｔ ８

・　　･II-.-　･ ･-･I
Jﾝj･じ=……ｿﾞｽ.;.ﾚ円 を 支 払 う た ．
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ｿ年゙ １ ２ 月 ２ 日 、 請 求 人 は 、匸 転 居 の 準 備 も 整 い 、 処 分 庁 に 赴 い た と こ

●●･l- ･.･･　　　　　■　　　　　　　　　　 ・　　　　　　・　.　　　I　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　 ■　　・‘
………=…………:ろ4=:=!担 当 者 か ら レ 本 件 入 金 は 収 入 に 当 た る の で

、 保 護 の 支 給 を 停 止 す る 旨 を 告
’
．･･　． ．゚　 ・ ぷI　　･.･ ●　　　　　　　 ・・　　　 ゜ ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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‥
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……,……二 回'…
…………=蹌 求 人 は ・･･,担 当 者 に 対 し て ，｢ 自 分 は 事 業 主 で あ る か ら 入 金 の す べ て が 収 入

II　I¶¶.,.|..　.■　㎜　■　　　 ■l　　　　　　,　l ■･-　　　　　　　 ㎜　｜　　　　　　. ¶/j=ﾚTし,yJ………万とk ま限 宍ら な い √ こ の 入 金 も 向 僚4 こ 支 払 わ れ る べ き ㎜ 手 数 料 等 の 預 か り 金
｀I･● . ･I' ●I･.'･●I･ ･　　'｀.I . `1111　，・　　　　　　・　　　　 ｜　　　　　　　　　　 ・　　　　　,. ●･l　,　　　°　　.　　1　　　 ●･1……① ………:ﾐ……………變 あ 枳1 ……同 僚 の 領 収 証 も あ る ．｣ム と 弁 明 し た が ，

二 聞 者 入 れ ら れ ず 原 処 分 が 下 さ
･'・　1.●.･　.･.●.●.11 1
ｹﾞ
……
｀:11 ’ : : ｔlﾑた ふ卜∧ ……･ へ（ ・　　　　 ‥‥ ‥‥ ‥

‘ 二　 … … ………J;1　 レ　 ｌ　 … ………… …
⊃ …………ﾚ………1請 加 入 はﾚ 転 居 す る こ と も で き ず 、 窮 地 吐 陥 りﾐ……と り あ え ず 現 住 痞・ 賃 貸 人
I･　－ ・　　　･■　■　　･･　●　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　・　　 ■　11嵋　　　　　　　　　　　　　l

y…………ｿﾞ1こjj.I.-.万.･･1こ対 し て 事 情 を 打 ち 明 け 、 平 成2 4 万年 １ 月 末 ま で 明 け 渡 し を 猶 予 し て も ら っ た ．`
■■　　　・　　　　　・　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　・　　 ●

……:………=1……こ本 件 入 金 が 請 求 人 の 収 入 で は な く 、 預 か り 金 で あ る こ と は 領 収 証 め 存 在 は も

∧ ………、………と耒 り 、匸同 僚 に 確 認 す れ ば 容 易 に 判 断 で き る こ と で あ る ． 卜　　　　 万… ……

…
…………j……

………し か る に 、 処 分 庁 は か か る 調 査 を 怠 り 、 本 件 入 金 を 請 求 大 め 収 入 と 認 定 し て･
Ｉ　　|●　　・　　　’　．　 －　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ．　　　　　　　　　　Ｉ　●　　　　　　　―･口 ∧ 原 処 分 を 下 し た も の で あ り

、:原 処 分 は 国 民 に 最 低 限 度 の 生 活 を 保 障 し た 憲 法 第 一
……ﾍﾟﾄ２ ５ 条 及 び 不 利 益 変 更 禁 止 を 定 め る 法 第567 条 に 違 反 し た 違 法 ・不 当 な も の で
… ……あ るl･､/ ‥‥‥‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥　　 ‥　　　　　　 ‥‥‥､ ‥y ‥‥ ‥ ‥｜　　●　‘　 ●･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　:　　¶　　　　’　　　　　　　・1（ ４ ） 弁 明 の 趣 旨 及 び 理 由　　　 ▽　 づ ．･．・　･ ・．･　 ．･･･．･
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……弁 明 の 趣 旨
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‥
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二 ……………y 「本 袮 審 査 請 求 を 棄 却 す る ．`」 と の 裁 決 を 求 め る ．　 ‥ ‥　 ‥‥‥ ‥‥Ｉ　　　　　　　　丶　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　÷■　　　　Ｉｌ　
．･　　．･･ 

●　．　　 ’　　　　　　　　　　　●　　　　　　・　・ﾌ…゙ …7 イ　 弁 明 の 理 由 ∴　 ＼　 ノ　　　　　　　 ＼　　　　　 ▽　　 十
… …… …… 保 護 申 請 時 、 請 求 人 か ら は 平 成 ２ ３ 年 １ １ 月 の 給 与 は ほ ぼ な い と の 車 し 立
･ｌｆ　　　　　　　 ●　　　　　　　Ｉ ●･　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　ＩＩ　　　　　　　

・　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　１ １　　　　　．　　　　　　　　●………　 て で あ っ た レ　　 ト　　 犬 △　　　　　　　　　　　　　 ∧　　　　 二
…
…　 、し か し な が ら 、 同 年 １ ２ 月 ２ 日 に 提 出 さ れ た 給 与 明 細 書 で は 支 給 合 計 額 が

Ｉ　　　．　　　　　　　　　 ．丶　　　　　．．



㎜ 円となっており、哢求人によると同僚への四 手数料と

゛　しで支払ったため、､㎜ 円は必要経費であるとのことであった。

犬 請求人に挙証資料の提出を求めるも√口頭約束のため資料はないとの申し出
があったため、必要経費であるとは判断できず、一旦保留とした。
その後、向年１２月６日に請求人から同僚が受領した旨め㎜

円の保険紹介手数料の領収書の提出があった、再度、支払内訳が分かる契約

書や覚書等の資料の提出を求めるも、あくまでも口頭約束であり、この他に
・　　　　　･、　　　　　　｜ ｜　　　¶資料はないとの申し出であった。　　　　　　　　　 ご

そこで、請求人から提出さごれた領収書について、就労収入の必要経費とし
厂　て認定することの可否についてケース診断会議を開催した結果、請求人から

は領収書以上の資料の提出はなく、「生活保護法による保護の実施要領につい
て」（昭和３６年４月１日厚労省発社第１２３号。以下「次官通知」という。）
第８－３－（１）－アユ（イ）及び第8-3-  (5) のいずれにも該当せず、
勤労に伴う必要経費として認定できないと判断したものである。　　　 ‘

（５）弁明に対する請求人の反論　　　　 ＼　　　　　　　　 二
期限までに反論書の提出はなかった。　　　　　　 万　　＼　　　　　　▽

（６）事実認定　　　　〉　　　　　　　　　　ｊ　　　　　　　　　　　　　 ∇
ア　請求人は、平成２３年１１月１日に処分庁に保護申請を行い、同日付けで
保護開始となったこと。　　　　 △卜　　　　　 ・　‥　　　　　　　　 ／

イ　平成２３年１１月１８日、処分庁は請求人に就労促進員による就労面接を
行い、請求人からは、㎜ 会社での職歴があって現在も㎜ 代理店

ノ　で業務を行っているが、歩合制で収入が安定せず、転職も含めて方向性を決
厂　めていきたいとの意向が示され、処分庁は、自立に向けて積極的な求職活動

を行うよう指導したこと。十
づ　　　　　　　　　　　　　 十　　　　 卜

’ウ　平成２３年１２月2.日、請求人は処分庁を来所して平成２３年１偃月分の

．収入申告書及び支給合計額が㎜ 円・
匸らの給与明細書を提出したこと。処分庁が請求人に対して支給額の内容を聴
取したとヽころ、同僚から顧客を紹介してもらい、その手数料として支払った
jものであるが、支払った根拠資料はなく、囗､約束で行ったものであるとの説
明であったこと。そこで、処分庁は請求人に対し、これは必要経費としては

認め難く、要否判定を行って後日結果を通知すると伝えるとともに、請求人
卜は高額家賃であり、転居指導により転居手続を進めていたが、保護停止とな ﾌﾟ
れば停止期間中は転居費用等の支給はできないことを説明したこと。

エ　平成２３年１２月6‘日、請求人は処分庁を来所し、同僚からの領収書を提
出したこと。あわせて、同僚とのやりとりについて請求人から説明があり、
'㎜ 会社７ は年 商目標値があり、それによって業績が評価されて販売奨励金



の支給や次年度以降に仕事を進めるにも関係しでくる。そのため、一定目標
値を達成できている同僚から、請求人が目標値に至っていないなら㎜
㎜ を求払？７くれれば自分のI顧客を紹介すると提案さ机 承諾したもの
である。'これは口約束であり、契約書などを交わしたものではなく、給与支
給日の翌日に約束どおり を同僚に支払っており、

＜ 同 僚 に は 確 定 申 告 に 必 要 な た め √ 領 収 書 の 作 成 を 依 頼 し た も の で あ る 、 と の

＼ 内 容 で あ っ た 。 処 分 庁 は 、 ケ ー ス 診 断 会 議 に 諮 っ て 取 扱 い を 決 定 す る ご と を

卜　 請 求 人 に 伝 え た こ と 。　　　　　　　 ＼　　　　 ≒　　　　　 △　　　　 、

犬　　 ま た 、 請 求 人 の 転 居 に つ い て は 、 転 居 先 が 見 つ か っ て い な い と の 理 由 で 転

居 の 猶 予 し て も ら っ て い る と の こ と で あ っ た こ と 。 ／

オ　 同 日 、 処 分 庁 は ケ ー ス 診 断 会 議 を 開 催 し 、 請 求 人 か ら 提 出 さ れ た 資 料 は 領

収 書 の み で あ り 。 今 回 の や り 取 り に つ い て の 別 途 契 約 書 や 覚 書 等 の 資 料 は な

ぐ 、 あ ぐ ま で も 口 約 束 で あ る 。 同 僚 と の 口 約 束 で あ れ ば 支 払 い を 延 期 し て も

しら う 等 の 手 段 も 考 え ら れ 、 ま た レ 実 施 要 領 上 の 必 要 経 費 に は 該 当 し な い と 判

断 し た こ と 。 、　　　　　　　 レ

カ　 平 成 ２ ３ 年 １ ２ 月 ８ 日 、 処 分 庁 は 同 年 １ ２ 月 １ 日 付 け で 請 求 人 世 帯 の 要 否

判 定 を 行 い 、 勤 労 収 入 の
㎜

円 か ら 必 要 経 費 や 控 除 等 を 差 し 引 い

た
㎜ 円 を 収 入 と し て 認 定 し 、 最 低 生 活 費 は １ ２ 5,  4  2  0 円 で

あ る の で 保 護 否 で あ る と 判 断 し 、 同 年 １ ２ 月 １ 日 か ら 請 求 人 世 帯 の 保 護 を 停

止 す る と 判 断 し た こ と 。　　　　　　　　　　　 卜　 ／

キ　 処 分 庁 は 請 求 人 に 対 し 、 平 成 ２ β 年 １ ２ 月 ８ 日 付 け で 、 平 成 ２ β 年 １ ２ 月
■　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■　　　¶　　　　　　　　　　　　　　 ・　　1　　　　11

1 日 か ら 請 求 人 世 帯 の 保 護 を 停 止 す る と し た 保 護 停 止 決 定 通 知 書 を 送 付 し た

こ と 。　　　　　　　　　　　　 厂　　　　　　　　　　　　　　 ＼　 ・

（ ７ ）､ 判 断　　　　　･ 、　　 ∧　　　　　　　　　　　 ＼

日 本 国 憲 法 （ 昭 和 ２ １ 年 １ １ 月 ３ 日 憲 法 。 以 下 「 憲 法 」 と い う 。） は 、 「 す べ

て 国 民 は 。 健 康 で 文 化 的 な 最 低 限 度 の 生 活 を 営 む 権 利 を 有 す る 。」 （ 憲 法 第 ２ ５

条 第 １ 項 ）、 「 す べ て 国 民 は 勤 労 め 権 利 を 有 し 、 義 務 を 負 ふ 。」 （ 憲 法 第 ２ ７ 条 第

、 １ 項 ） と 規 定 し 、 法 は 、 「 こ の 法 律 は 、 憲 法 第 ２ ５ 条 に 規 定 す る 理 念 に 基 き
、

二 国 が 生 活 に 困 窮 す る す べ て の 国 民 に 対 し 、 そ の 困 窮 の 程 度 に 応 じ 、 必 要 な 保 護

を 行 い 、 そ の 最 低 限 度 の 生 活 を 保 障 す る と と も に 、 そ の 自 立 を 助 長 す る こ と を

丁 目 的 と す る 。」 （ 法 第 １ 条 ）、 「 保 護 は 、 生 活 に 困 窮 す る 者 が 、 そ の 利 用 し 得 る 資

産 、 能 力 そ の 他 あ ら ゆ る も の を 、 そ の 最 低 限 度 の 生 活 の 維 持 の た め に 活 用 す る

こ と を 要 件 と し て 行 わ れ る 。亅 （ 法 第 ４ 条 １ 項 ）、 「 保 護 は 、 厚 生 労 働 大 臣 の 定 め

る 基 準 に よ り 測 定 し た 要 保 護 者 の 需 要 を 基 と し 、 そ の う ち 、 そ の 者 の 金 銭 又 は

物 品 で 満 た す こ と の で き な い 不 足 分 を 補 う 程 度 に お い て 行 う も の と す る 。」 （ 法

第 ８ 条 第 １ 項 ）、 「 被 保 護 者 は 、 収 入 、 支 出 そ の 他 生 計 の 状 況 に つ い て 変 動 が あI



う た と き 、又 は 居住 地 若 し く は 世 帯 の 構 成 に 異動 が あ っ た と き は 、す み や か に 、

卜 保 護 の 実 施 機 関 又 は 福 祉 事 務所 長 に そ の 旨 を 届け 出 な け れ ばな らな い 。」（法 第

６ １ 条 ） と さ れ て い る 。

∧　 ま た 、 収 入 の 認 定 に あ た っ て は 、､次 官 通 知 にお い て 「（１ ） 要 保 護 者 が 保 護

＼の 開 始 又 は 変 更 の 申請 をし た と き の ぼ か 、 次 のよ う な 場 合 に √ 当 該 被 保 護 者 の

収 入 に 関 し 、 申 告 を 行 わせ る こ と 。 ア 実 施 機 関に お い て 収入 に 関 す る 定 期 又 は

随 時 の認 定 を 行 お う と す る と き 。 イ 当 該 世 帯 の収 入 に 変 動 の あ っ た こ と が 推定

＼さ れ 又 は 変 動 の あ る こ と が 予 想 さ れ る と き 。（２） 収 入 に 変 動 が あ る と き の 申

二告 に つ い て は 、 あ ら か じ め 被保 護 者 に 申 告 の 要領 、 手 続 等 を十 分 理 解 さ せ 、 つ

と め て 自 主 的 な 申 告 を 励 行 さ せ る こ と 。（ ３ ） 収 入 に 関 す る 申 告 は 、 収 入 を 得

る 関 係 先 、T収 入 の 有 無 、 程 度 。 内 訳 等 に つ いて 行 わ せ る も の と し 、 保 護 の目 的

達 成 に 必 要 な 場 合 にお い て は 、 前 記 の 申 告 を 書面 で 行 わ せ る こ と 。 な お 、 そ の

｜　　　　　　　　
、　　　　　　　■　　　　・　　　　　■際 こ れ ら の 事 項 を 証 明 す べ き 資 料 が あ れ ば 、 必ず こ れ を 提 出 さ せ る こ と 。（4 ）

㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■/
収 入 の認 定 に あ た っ て は 、（１ ）か ら （ ３） ま で に よ る ほ か 、当 該 世 帯 の 預 金 、、

こ 現 金 、 動 産 、 不 動 産 等 の 資 産 の 状 況 、 世 帯 員 の 生 活 歴 、 技 能 、 稼 働 能 力 等 の 状

況 、 社 会 保 険そ の 他 社 会 保 障 的 施 策 に よ る 受 給資 格 の有 無 、 扶 養 義 務 者 又 は 縁

故 者 等 か ら の 援 助 及 び そ の 世 帯 に お け る 金 銭 収 入 等 の す べ て に つ い て 綿 密な

調 査 を 行 い 、 必 要 に 応 じ て 関 係 先 に つ き 調 査 を行 う 等 収入 源 に つ い て 直 接 に 把

握 す る こ と 。」（ 第8-1) 、「ア 勤 労 （被 用 ） 収 入 （ア ） 官 公 署冫 会 社 、 工 場 、

１商 店 等 に 常 用 で 勤 務 し 、 又 は 日 雇 そ の 他 に よ り勤 労 収 入 を 得 て い る 者 につ い て

は 、 基 本 給 、 勤 務 地 手 当 、 家 族 手 当 及 び 超 過 勤務 手 当 等 の 収 入 総 額 を 認 定 す る

こ と 。（イ ） 勤 労 収 入 を 得 る た め の 必 要 経 費 とし て は 、 第 ８ － ３ － （ ４ ） によ

る ほ か 、 社 会 保 険 料 、所 得 税 、 労 働 組 合 費 、 通 勤 費 等 の 実 費 の 額 を 認 定 す る こ

・ と 。」（第8-3-  (､１） 一夕 ）、「ウ 農 業 以 外 の事 業 （ 自営 ） 収 入 （ア ） 農業 以

外 の 事 業 （い わ ゆ る 固 定 的 な 内 職 を 含 む 。） に よ り 収 入 を 得 て い る 者 に つ い て

は 、 そ の 事 業 の 種 類 に 応 じ て 、 実 際 の 収 入 額 を認 定 し 、 又 は そ の 地 域 の同 業 者

の 収 入 の 状 況 、 そ の 世 帯 の 日 常 生 活 の 状 況 等 か ら 客 観 的 事 実 に 基 づ い た 妥 当 性

の あ る 認 定 を 行 う こ と 。-（イ ） 農 業 以 外 の 事 業 収 入 を 得 る た め の 必 要 経 費 は 、

第 ８ － ３ －（４ ）によ る ほ か 、そ の事 業 に 必 要 な 経 費 とし て 店 舗 の 家 賃 、地 代 、

機 械 器 具 の 修 理 費 、 店 舗 の 修 理 費 、 原 材 料 費 、 仕 込 代 、 交 通 費 、 運 搬 費 等 の諸

経 費 に つ い て そ め実 際必 要 額 を認 定 す る ご と 。 た だ し 、 前 記 家 賃 、 地 代 等 の 額

に住 宅 費 を 含 め て 処 理 す る 場 合 にお い て は 、 住宅 費 に こ れ ら（4）費 用 を 重 ね て 計

上 し て は な らな い こ と 。 ま た 、 下 宿 間 貸 業 に あっ て 家 屋 が 自己 の 所 有 で な く 、･

家 賃 を 必 要 と ず る 場 合 に は 、下 宿 間 貸 代 の 範 囲内 に お い て 実 際 家 賃 を 認 定 し て

差 し 支 え な い こ と 。」（第8-3-  (1)  - ウ ー （ ア ） 及 び （イ ））、r 次 の 経 費

に つ い て は 、真 に必 要 や む を 得 な い も の に 限 り 、 必 要 な 最 小 限 度 の 額 を 認 定 し



………l………て差し支えないこと。ア出かせぎ、行商、船舶乗組、寄宿等に要する一般生活
……………費又は住宅費の実費　イ就労に伴う子の託児費レ ウ他法、他施策等による貸付

ﾌ…゚………金のうち当該被保護 世帯の自立更生のために当てられる額の償還金　 工住宅
……………J金､融公庫の貸付金の償還金　 オ地方税等の公租公課　力健康保険の任意継続
几……二……保険料　キ国民年金の戔給権を得るために必要な任意加入保険料」（第8 －3

=j……:ﾑ:－（5 ））と規定されている。　　　　　　　　　　　　　　　 ト　　 ペ
し二言∧ これを本件についてみてみるﾚと、請求人は、平成２３年１１月分の収入申告
ｽ……=≒万書と給与明細書について、平成２３年１２月２日に法第６１条に基づき処分庁
………:lこ提出しており、提出布れた収入申告書には、勤務先は株式会社㎜

二 ㎜ 働いた日数は２０日、.収入額 、必要経費は
ゲ㎜ 円 を 訂 正 し て ㎜rﾐ| と 記 載 さ れ て お り 、 哢 求 人 は 処

分 庁 に 収 入 を 申 告 す る と と も に 、 必 要 経 費 につ い て も 申告 し て い る こ と が 伺 え

グ る 。　　　　　　　　　　　　 二　　 卜
上 そ し て 、平 成 ２ ３ 年 １ ２月 ６ 日 に 請 求 人 か ら処 分庁 に 提 出 さ れ た 領 収 書 に は 、

宛 先 と し て 請 求 人 の 氏 名 、 金 額 と し て ㎜ 円 、 白付 け とし てH  2 3

＼年 １ ２月 １ 日、 発 行 者 と し で 同 僚 の 氏 名 、 内 容 と し て㎜ 手 数 料 が 記 載 き

れ て い る 。　　　　　　　　　　　　 卜

し か し な が ら の 領 収 書 だ け で は √㎜ 内 容 や 性 質 が 不 明 で

あ り 、 ま た 金 額 の 妥 当 性 な ど も全 く 不 明 な も の で あ り 、 こ の 領 収 書 の み を も っ

……て ㎜=I] を 必 要 巓 費 と 認 定 す る こ` と は で き な い も ので あﾐる。犬　 卜

一 方 、 実 施 機 関 に は 、 収 入 の 認 定 に あ た って は 、 被 保 護 者 か ら の 収 入 申 告 書
゛　　　　　。。・　　　　　　　　　　　　　ｙ　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ

∇ の 提 出 を 基 に 、給 与 明 細 等 の 挙 証 資 料 の 提 出 を求 め る と と も に 、 そ の ほか に も

収 入 認 定 を 行 う う え で 必 要 と 認 め ら れ る 場 合 は、 勤 務 先 や 関 係 者 へ の 調査 を 行
■　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　・　¶

う な ど 直 接 に 把 握 す る こ と が 求 め ら れ て い る も の で あ'る 。 △　　
１'　

、　
ｌ

十 処 分 庁 は 、 収 入 の 聊 定 に 際 し て ㎜ 円 が 必 要 経 費 で あ る` と の 請 求

人 の 主 張 に 対 し 、 請 求 人 に 挙 証 資 料 の 提 出 を 複数 回 求 めた こ と は 伺 え 名 も の の 、

そ れ 以 外 の 勤 務 先 や 同 僚 等 へ の 調 査 は 行 っ て お ら ず 、 ご の こ と は 実 施 要 領 に 定

ノめ る 具 体 的 な 調 査 が 尽 く さ れ て い る と は言 い 難く 、 原 処 分 を 取 り膕 し た う え で 、

処 分 庁 に よ る 適 切 な 調 査 を 尽 く し た う え で 、 再 度 決 定 す る よ う 求 め る 。

以上のことから、本審査請求は理由があるので、行政不服審査法第４０条第
ダ３項の規定に基づき、主文のとおり裁決する√　　　　 十　　　　　　し



二 匸ﾉ ……
…ﾚﾀ…゙………ﾌj………J･."　　　 － .

……7………ﾐ九五ヅ1…………………ﾑ.･-.':'.
ｲｿで.○ く……平 成 ２ ４ 年 ２ 月2 1' 日

高知県知事 尾崎 ご珥

……この裁決に不服がある場合は、この裁決があったことを知った日の翌日から起
こ……=j,-=＼算 し て ３ ０ 日 以 内 に 、 厚 生 労 働 大 臣 に 対 し て 再 審 査 請 求 を す る こ と が で き ま す ．

厂 ﾋ…゚……=j万･j(な お 、ﾕ裁 決 が あ っ た こ と を 知 っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て β Ｏ 日 以 内 で あ っ て も 、

J11………じ:ｿﾞ=:裁 決 が あ う た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て １ 年 を 経 過 す る と 再 審 査 請 求 を す る こ と が で

.I lt,.･ ･.●.･.'..●.・　　　 、　　 －　` .　　　　　　i　　　　　　　　　　･ ― ・　　 ■　　　　.　　　■　　　　　　　　　 ・
jﾌﾟﾚｽj き な く な り ま す ．)　　　 ＼　　　 ∧　 ＼　 ＼

○/ 二 二ま た √ こ の 裁 決 に づ い て は 、 こ の 裁 決 が あ っ た こ と を 知 っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算

口j じ て ６ か 月 以 内 に 、 こ の 裁 決 の 前 提 と ね.る 処 分 を し た ㎜ 包被 告 と し 七 （訴 訟
………j…………::1年;邦 し柳; ㎜ を 代 表 ず る 者 は㎜ と な り ま す ．）処 分 の 驟 消 し の 訴 え を 、あ

y…… ……る い は 、/高 知 県 を 被 告 と し て （訴 訟 に お い て 高 知 県 を 代 表 す る 者 は 高 知 県 知 事 と

コ な り ま す ．） 裁 決 の 取 消 し の 訴 え を 提 起 す る こ と が で き ま す ．（な お､ 厂裁 決 が あ っ
●　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　 ●　　　　　’　　　　　　　●　　　　　●　　　　　　　　　　、･■　　　　　・　　　．　　　　ｙ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ　　　■　　　　・　　　　　　　 ●¶……… た こ と を 知 っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て ６ が 月 以 内 で あ っ て も 、 裁 決 が あ っ た 日 の

．　Ｉ　　Ｉ　　・　　　　１　　　　　　　　．･　　　・　　　　． ．．１　　　１１　　　　　　　　　　　． 丶　　　．
ご

翌 日 か ら 起 算 し て １ 年 を 経 過 す る と 処 分 及 び 裁 決 め 訴 え を 提 起 す る こ と が で き な

：　く な り ま す ．）　　　　　　 ＼　　　　 」　　　　 ダ　　　　　　　 ‥


